
　

【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年11月14日

【四半期会計期間】 第38期第１四半期(自　平成25年７月１日　至　平成25年９

月30日)

【会社名】 株式会社テー・オー・ダブリュー

【英訳名】 TOW CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長兼最高経営責任者（CEO）

                                 江　草　康　二

【本店の所在の場所】 東京都港区虎ノ門四丁目３番13号　ヒューリック神谷町ビ

ル

【電話番号】 03(5777)1888

【事務連絡者氏名】 常務取締役兼執行役員管理本部長　　木　村　　　元

【最寄りの連絡場所】 東京都港区虎ノ門四丁目３番13号　ヒューリック神谷町ビ

ル

【電話番号】 03(5777)1888

【事務連絡者氏名】 常務取締役兼執行役員管理本部長　　木　村　　　元

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　

EDINET提出書類

株式会社テー・オー・ダブリュー(E05100)

四半期報告書

 1/17



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　

回次
第37期

第１四半期連結
累計期間

第38期
第１四半期連結

累計期間
第37期

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年７月１日
至 平成25年６月30日

売上高 (千円) 3,108,491 2,349,766 12,346,178

経常利益 (千円) 257,705 153,404 864,939

四半期(当期)純利益 (千円) 142,659 89,451 428,992

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 145,675 116,824 463,852

純資産額 (千円) 5,123,157 5,244,439 5,285,727

総資産額 (千円) 8,819,479 8,449,190 8,756,677

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 12.52 7.99 37.64

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － 7.96 －

自己資本比率 (％) 58.1 62.0 60.3

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

し　

　 ておりません。

    ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第37期第１四半期連結累計期間及び第37期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

　　は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　　　なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期のわが国経済は、政府の積極的な財政・金融政策の影響により、個人消費や輸出が持ち

直す等、景気は穏やかに回復しつつあります。当社グループの属する広告業界および当社グループの事

業領域であるプロモーション領域におきましても、その傾向は同様であります。

このような事業環境の中で、当第１四半期連結累計期間の売上高は23億49百万円（前年同四半期

24.4％減）、営業利益は１億49百万円（前年同四半期比41.5％減）、経常利益は１億53百万円（前年同

四半期比40.5％減）、四半期純利益は89百万円（前年同四半期比37.3％減）と、当第１四半期において

は回復の傾向が業績に表れるまでには至っておりませんが、概ね期初の想定通りの結果となりました。

　

(2) 財政状態

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億７百万円減少し、84億49百万

円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ３億40百万円減少の70億59百万円となりました。これは主に、

未成業務支出金が３億52百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が３億９百万円、未収入金が３億

77百万円減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ33百万円増加の13億90百万円となりました。

固定資産のうち有形固定資産は、前連結会計年度末に比べ５百万円増加の71百万円となりました。こ

れは主に、リース資産が４百万円増加したこと等によるものであります。

無形固定資産は、前連結会計年度末に比べ３百万円減少の27百万円となりました。これは主に、減価

償却によるものであります。

投資その他の資産は、前連結会計年度末に比べ30百万円増加の12億90百万円となりました。これは主

に、長期繰延税金資産が12百万円減少しましたが、投資有価証券が40百万円増加したこと等によるもの

であります。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億70百万円減少の28億78百万円となりました。これは主に、

その他が１億22百万円、賞与引当金が38百万円増加しましたが、買掛金が２億43百万円、未払法人税等

が２億円減少したこと等によるものであります。
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固定負債は、前連結会計年度末に比べ４百万円増加の３億25百万円となりました。これは主に、その

他が３百万円増加したこと等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ41百万円減少の52億44百万円となりました。これは主に、その他

有価証券評価差額金が27百万円増加しましたが、利益剰余金が70百万円減少したこと等によるものであ

ります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,242,274 12,242,274
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株でありま
す。

計 12,242,274 12,242,274 ― ―

(注)　「提出日現在発行数」欄には、平成25年11月１日以降提出日までのストックオプション(新株予約権)の権利行

使により発行されたものは含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

― 12,242,274 ― 948,994 ― 1,027,376
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は、第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 1,246,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 10,969,900 109,699 ―

単元未満株式 普通株式    26,374 ― ―

発行済株式総数 12,242,274 ― ―

総株主の議決権 ― 109,699 ―

(注)単元未満株式には、証券保管振替機構名義の株式が60株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社テー・オー・ダ
ブリュー

東京都港区虎ノ門四丁目
３番13号　神谷町セント
ラルプレイス

1,246,000 ― 1,246,000 10.18

計 ― 1,246,000 ― 1,246,000 10.18

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、当社監査法人は次のとおり交代しております。

　第37期連結会計年度　新日本有限責任監査法人

　第38期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　太陽ＡＳＧ有限責任監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,478,857 2,509,635

受取手形及び売掛金
※2 2,053,300 1,743,884

未成業務支出金 168,559 520,578

未収入金
※1 2,585,212 ※1 2,207,496

前払費用 36,637 31,437

繰延税金資産 64,896 33,801

その他 12,211 12,198

流動資産合計 7,399,675 7,059,032

固定資産

有形固定資産

建物 98,929 98,929

減価償却累計額 △56,205 △57,734

建物（純額） 42,724 41,195

工具、器具及び備品 171,715 176,398

減価償却累計額 △154,295 △156,492

工具、器具及び備品（純額） 17,419 19,905

リース資産 － 4,639

減価償却累計額 － △231

リース資産（純額） － 4,407

土地 6,027 6,027

有形固定資産合計 66,170 71,535

無形固定資産 30,897 27,760

投資その他の資産

投資有価証券 581,982 622,980

保険積立金 328,894 332,562

繰延税金資産 125,049 112,720

敷金及び保証金 219,697 218,289

その他 4,310 4,310

投資その他の資産合計 1,259,933 1,290,862

固定資産合計 1,357,001 1,390,158

資産合計 8,756,677 8,449,190
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,572,186 1,328,991

短期借入金 840,000 840,000

未払法人税等 214,875 13,935

賞与引当金 15,120 53,447

役員賞与引当金 － 12,807

その他 507,089 629,607

流動負債合計 3,149,273 2,878,790

固定負債

退職給付引当金 180,990 178,926

役員退職慰労引当金 138,386 141,080

その他 2,300 5,953

固定負債合計 321,677 325,960

負債合計 3,470,950 3,204,750

純資産の部

株主資本

資本金 948,994 948,994

資本剰余金 1,027,376 1,027,376

利益剰余金 3,781,259 3,711,163

自己株式 △470,644 △470,644

株主資本合計 5,286,986 5,216,890

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39,360 66,733

土地再評価差額金 △46,614 △46,614

その他の包括利益累計額合計 △7,253 20,119

新株予約権 5,994 7,430

純資産合計 5,285,727 5,244,439

負債純資産合計 8,756,677 8,449,190
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高
※1 3,108,491 ※1 2,349,766

売上原価 2,663,386 2,019,298

売上総利益 445,105 330,468

販売費及び一般管理費 190,258 181,339

営業利益 254,846 149,128

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 4,201 4,201

有価証券利息 877 877

役員報酬返納額 － 1,600

雑収入 659 840

営業外収益合計 5,738 7,522

営業外費用

支払利息 1,439 1,378

売上債権売却損 1,440 1,867

雑損失 － 0

営業外費用合計 2,880 3,246

経常利益 257,705 153,404

特別損失

会員権評価損 4,500 －

特別損失合計 4,500 －

税金等調整前四半期純利益 253,205 153,404

法人税、住民税及び事業税 18,131 34,154

法人税等調整額 92,413 29,798

法人税等合計 110,545 63,952

少数株主損益調整前四半期純利益 142,659 89,451

四半期純利益 142,659 89,451
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 142,659 89,451

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,015 27,373

その他の包括利益合計 3,015 27,373

四半期包括利益 145,675 116,824

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 145,675 116,824

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

※１　ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未

収額

※１　ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未

収額

2,497,839千円

 
※２　連結会計年度末日満期手形

連結会計年度末日満期手形の処理は、手形交換日

をもって決済処理しております。なお、当連結会

計年度の末日は金融機関の休日であったため、次

の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度末

残高に含まれております。　　　　　　　

受取手形　　                       40,281千円

2,187,421千円

 
　　             　──────

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日)

※１　当社グループの制作するイベントは、近年、企業

の販売促進を目的としたキャンペーンイベントや

それに付随する印刷物・販促グッズの制作、新商

品の発表会などの比率が高くなっております。中

でも年末商戦、夏のボーナス商戦に向けての販促

キャンペーンなどは、10月から12月、４月から６

月に実施されることが多く、当社グループの売上

が第２四半期(10月～12月)と第４四半期(４月～６

月)に集中する傾向があります。

※１　同左

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日)

減価償却費 7,337千円 6,945千円

のれんの償却額 1,050〃 1,050〃
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(株主資本等関係)

　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月25日
定時株主総会

普通株式 216,544 19.00 平成24年６月30日 平成24年９月26日 利益剰余金

　

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生が当第１四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　
　
　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月25日
定時株主総会

普通株式 159,547 14.00 平成25年６月30日 平成25年９月26日 利益剰余金

　

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生が当第１四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成24年７月１日 至 平成24年９月30日)

当社連結グループは同一セグメントに属するイベントの「企画」・「制作」・「運営」・「演出」

及びそれに付帯する業務を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、記載を省略しており

ます。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成25年７月１日 至 平成25年９月30日)

当社連結グループは同一セグメントに属するイベントの「企画」・「制作」・「運営」・「演出」

及びそれに付帯する業務を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、記載を省略しており

ます。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 12円52銭 7円99銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(千円) 142,659 89,451

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 142,659 89,451

    普通株式の期中平均株式数(株) 11,397,085 11,191,912

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 7円96銭

　 (算定上の基礎) 　 　

　　四半期純利益調整額(千円) ― ―

　　普通株式増加数(株) ― 42,348

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　(注) 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化

　　　 効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　　　　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　

　　　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　和　　田　　芳　　幸　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　柴　　谷　　哲　　朗　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月14日

株式会社テー・オー・ダブリュー

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社テー・オー・ダブリューの平成25年７月１日から平成26年６月30日までの連結会計年度の第１四半期
連結会計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年７月１
日から平成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テー・オー・ダブリュー及び連結
子会社の平成25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
その他の事項
会社の平成25年６月30日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結

累計期間に係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によっ
て四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成24年12
月７日付で無限定の結論を表明しており、また、当該連結財務諸表に対して平成25年９月25日付で無限定適
正意見を表明している。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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